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1 はじめに

近年、大規模な音声コーパスの構築が各方面で進

められており、音声学的な分析や工学的利用が可能に

なりつつある。こうしたコーパスにおいて韻律情報は

有用な情報であり、これを利用しやすくするコーディ

ング手法が期待されている。

これまでに、日本語音声の韻律情報のコーデイン

グ手法としてToBI(Tonesand Break Indices）モデル

に基づく J_ToBIと呼ばれるスキームが提案されてお

り［1ト朗読音声のラベリングスキームとして利用さ

れている。しかしながら、自発性の高い音声にこれを

適用する場合、フィラーや言い淀み、句末の多様な韻

律構造に対しては問題が生じる向。

本研究ではよToBIを自発音声に適用する際の問題

の所在を、多数のラベラーが同一サンプルをラベリ

ングした結果に基づいて分析し、明らかにする。

2 分析方法

現在我々は「日本語話し言葉コーパスJ(Corpus of 

Spontaneous Japanese:CSJ）の構築を進めている［2］。

CSJには、学会講演などから収集した約 700万語の

自発的な音声の一部について、転記情報に加えて形

態論情報、分節音情報、韻律情報などの付加情報が収

められる予定であり、韻律情報の付与にはJ_ToBIを

採用する。

ここでは、 CSJから抽出したサンプルデータに対

して多数のラベラーがよToBIラベリングを行った結

果から、 J_ToBIを自発音声に適用する際の問題の所

在を明らかにする。サンプルデータとして、音声的に

特徴のある平均約 30秒程度の講演音声を CSJから

9つ抽出して用意した。ラベリングに先立って、語境

界および語のアクセント情報を記すword層のラベル

を形態論情報に基づいて作成し、単語聞の韻律的区

切りの度合を記すbreakindex 層（以下、 BI層）の初

期値として、 word層ラベ／レと同じ位置にBllを与え

た。音韻的トーンを記すtone層の初期値は特に与え

なかった。なお、ラベラーは音声学、言語学、音声工

学などの分野を背景に持つ23人の研究者であり、分

析に際しては後述するように正解率に基づいた選別

を行った。

3 tone層の問題

3.1 toneラベルの構文正解率

J_ToBIラベリングのガイドライン山に示された

スキームから、 tone層のラベリング構文規則は以下の

様に設定できる（”？”はOまたは1回の繰り返し、”＋”

はl回以上の繰り返し、”，”はラベノレ聞の境界、”｜”

は選択可能であることを示す。）。

((%(Y)?L,) ?(H-1 Hホ＋LIH-,H*+Ll*?IHー，ホ？），

(y)?L%(H%1HL%)?, ?)+ 

この構文規則を用いて構文正解率を求めたところ

全体の正解率は82.2%であり、ラベラー毎の正解率

が80%を下回る8人を以降の分析対象から除外した。

表 11こデータ毎の構文正解率を示す。この表から、

データによって難しさの度合が異なるものの、平均し

て10%強の構文誤りが見られることがわかる。続い

て表2に構文誤りの内訳を示す。

J表1: toneラベルの椅文正解率
(BPMはBoundaryPitch Movementの略）

データ li講演種別｜特徴 l正解率［%］
1 学会講演 BPMが特徴的 89.4 
2 学会講演 BPMが特徴的 87.1 
3 学会講演 BPMが特徴的 89.0 
4 学会議演 BPMが特徴的 88.3 
5 学会講演 言い淀みが多い 90.6 
6 模擬講演 文節内のポーズが多い 90.4 
7 模擬講演 半疑問が多い 86.7 
8 学会講演 フィラーが多い 85.9 
9 学会講演 アナウンサの自発音声 93.1 

蚕手事 88.9 

表2: toneラベルの構文誤り内訳

誤りの種類 ｜割合［%］

Sl Iアクセント句内にtoneラベルがない I 26.8 
s2 I同じboundarytoneラベルが二つ続く I 26.8 
83 Iアクセント句内に同じtoneラベルが複数｜ 7.0 
84 I boundary toneラベルの方向が逆 I 28.2 
85 Iその他 I 12.2 

表2の83,84,85の多くは単純な作業ミスでありラ

ベリング、時の構文チェックなどの支援により解消でき

る。一方、表の81,82はフィラーの位置に多く現れて

おり、現在のJ_ToBIではフィラーについて明確なラ

ベリング基準を与えていないことによるものである。
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フィラーの定義をはじめ、その出現位置および音

調によってtoneラベルをどのように与えるべきかを

明確にする必要がある。以下ではフィラーの前後につ

いてのラベルを分析対象から除外する。

3.2 toneラベルの誤り解析

次に、我々が想定したtoneラベルの正解に対する

誤りの要因を解析した結果を表3に示す。

表3: toneラベルの誤り内訳

誤りの種類 l割合［%］
Al Iアクセントの扇莞語り
Bl I BPMの知覚誤り
B2 I boundary to閣の強弱の誤り

その他

46.8 
42.4 
10.5 
0.3 

この表において、 Alは、有核語に対してアクセン

トラベルを付与していないなどの誤りであり、アクセ

ント辞書の整備、初期値作成によるラベリング支援

によってある程度解消可能と恩われる。

Blは、韻律句末のピッチの局所的な上昇に対して

下降調のboundarytoneラベルを付与しているなど

の誤りである。この種の誤りには、多様なBPMに対

するラベリング基準を明確にするとともに、ラベラー

の訓練によって対処する必要がある。

B2は、後続の語に影響を受けてピッチが上昇しき

らない場合に弱いboundarytoneラベル（%wL,wL'l,)

を付与していないあるいはその逆のケースである。こ

こで、現在のよToBIではこれらのラベルの区別にお

いて後続の語が重音節で始まるかどうかを基準とし

ているが、これについては辞書情報からの自動的な識

別が可能であり、韻律情報として付与する必要性はあ

まりないため今後スキーム自体を見直す必要がある。

3.3 toneラベル位置の揺れ

最後にアクセント句内に付与するラベル（耳＊＋L,H-)

の位置について誤差をはかったところ、取＋Lについ

ては60msec、Hーについては80msecの平均誤差が見

られた。現在のJ_ToBIでは、 FO曲線が明確な場合に

は付与する位置が定義されているが、 FO曲線がはっ

きりしない場合の位置については基準が明確とはい

えない。 CSJについては分節音情報が利用可能であ

るため、より厳密な位置に付与することが可能で、あ

るが、そうでないケースに対してより厳密な位置に

付与するための基準を明確にする必要がある。

4 BI層の問題

BI層について、我々が想定した正解ラベルに対す

る正解率をはかったところ、全体で78.0%であった。

ラベラー毎の正解率が平均を下回る 4名を以降の分

析対象から除外した。
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4.1 Blラベルの一致率

表4にBIラベルの正解との一致率を示す。この表

において、あらかじめ初期値として与えたBllの精度

が最もよく、ラベルの揺れとしてはBI2をBllとす

るケースと BI3をBI2とするケースが多い。 J_ToBI

におけるBIラベルの判断基準は主観によるところが

大きく、これらの揺れが全て誤りとはいえないが、今

後安定性を増すために何らかの工夫が必要である。

なお、ラベラー間の一致率（安定性）を、偶然の一

致率を考慮した Cohenのκ［3］により求めたところ

0.59であり、我々が想定した正解に対しての一致率

（正確性）については0.76であった。このことからま

だ安定性を向上させる余地があるといえる。

表4: BIラベノレの正解との一致率

有享さ瓦たラベル
1 I 2 I 3 Iその他

正解 I1 I 94.4 I 3.0 I o.4 I 2.2 
2 I 25.4 I 57.o I 5.o I 12.6 
3 I 0.5 I 16.2 I 68.4 I 14.9 

4.2 mismatch,disfluencyの一致率

BIラベルのうち、七oneとBIの聞に矛盾が生じる

場合に付与する”mismatch”，言い淀みゃ言い直しで

ポーズがある場合に付与する”p”については、著しく

一致率が低かった。それぞれこれらの特殊な記号を付

与しない誤りが最も多いが、同種の現象に対して一

人のラベラーが異なるラベルを与えているケースが

数多く見られた。

今後、こうした特殊記号を付与すべき対象を数多

く提示し、さらにラベラーの訓練を行う必要がある。

5 おわりに

本稿では、自発音声データに対するよToBIラベリ

ングの結果に基づき現行基準の問題の所在を明らか

にした。今後、基準を改訂し、大規模コーパスへのラ

ベリング環境の整備を進めていく予定である。
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